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葉
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仲
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私
は
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
東
部
第
八
部
隊
に
入
隊
し
、
二

月
八
日
北
支
那
派
遣
軍
幹
部
隊
の
單
県
警
備
隊
に
勤
務
し
た
。

第
三
十
二
師
団
楓
部
隊
の
第
二
大
隊
が
あ
っ
た
所
だ
が
南
方
移

動
に
伴
い
、
代
わ
っ
て
警
備
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
平
和
の

地
に
秋
更
け
て
民
衆
が
冬
支
度
に
大
童
で
い
ま
し
た
。
異
国
と

い
っ
て
も
労
働
光
景
は
日
本
と
何
等
変
わ
ら
な
い
。

我
々
は
日
々
訓
練
に
精
進
し
て
、
嫡
敵
必
ず
近
き
将
来
撃
滅

せ
ん
と
の
誓
い
の
も
と
、
日
課
は
剣
術
に
よ
っ
て
忍
と
耐
を
活

用
し
俯
仰
天
地
に
恥
ぬ
よ
う
努
力
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
末
、
日
米
戦
争
は
い
よ
い
よ
酷
し
さ
を

増
し
、
戦
況
も
芳
し
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
我
が
支
那
大
陸
に
お

い
て
は
何
等
変
わ
り
な
か
っ
た
。
当
時
、
我
々
の
伊
藤
大
隊
は

陣
域
・
寿
張
方
面
で
第
五
号
作
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
各

中
隊
が
参
加
し
昼
夜
を
問
わ
ず
戦
闘
が
継
続
さ
れ
、
村
越
少
尉

以
下
四
九
名
参
加
し
た
。

中
隊
は
兵
力
を
分
割
し
四
七
名
は
軍
令
に
よ
り
望
楼
の
建
設

に
連
日
連
夜
の
作
業
を
し
ま
し
た
が
、
多
忙
の
中
で
も
和
気
藹

々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

当
時
、
單
県
周
辺
に
は
約
四
万
の
八
路
軍
が
お
り
、
ゲ
リ
ラ

戦
術
を
以
っ
て
次
々
と
分
屯
隊
を
陥
落
し
た
。

第
二
大
隊
の
兵
力
は
八
〇
〇
名
近
い
が
、
宇
賀
神
中
隊
一
〇

〇
余
名
が
配
属
さ
れ
た
。
装
備
も
第
一
線
級
か
ら
第
二
戦
級
に

低
下
し
た
の
で
、
四
万
の
敵
に
対
す
る
兵
力
差
は
大
き
く
、
敵



の
宣
伝
も
派
手
で
あ
っ
た
。

討
伐
隊
を
送
っ
て
数
ヵ
月
、
県
域
付
近
の
状
況
は
手
に
と
る

よ
う
に
判
っ
た
。
情
報
に
よ
る
と
二
十
二
日
以
来
、
新
家
楼（
七

路
軍
）
を
攻
略
せ
る
兵
力
二
千
余
名
の
激
戦
は
一
昼
夜
に
わ
た

っ
て
展
開
さ
れ
た
。

芳
桂
集
の
分
屯
隊
に
は
十
数
名
が
派
遣
さ
れ
、
華
北
交
通
路

の
一
五
キ
ロ
の
地
点
の
任
務
に
つ
い
た
。

新
家
楼
二
キ
ロ
の
地
点
に
は
有
力
な
八
路
軍
が
進
撃
し
、
我

が
芳
桂
集
の
危
機
は
一
段
と
高
ま
り
、
敵
は
そ
の
余
力
を
以
っ

て
県
域
を
攻
略
せ
ん
と
大
々
的
に
発
表
し
て
い
た
。
二
十
二
日

の
夜
間
戦
闘
に
よ
り
戦
い
の
波
及
は
増
大
す
る
ば
か
り
で
不
安

だ
っ
た
。

そ
の
頃
、
中
隊
長
は
身
体
の
異
常
を
来
た
し
就
寝
中
で
、
明

日
の
不
安
を
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
床
に
つ
い
た
が
依
然
と

し
て
不
安
は
止
ま
ず
、
手
榴
弾
の
炸
裂
音
が
何
ん
と
な
く
胸
を

さ
わ
が
せ
る
よ
う
な
響
き
で
あ
っ
た
。
城
内
外
の
雑
音
も
交
じ

り
、
な
か
な
か
眠
り
に
就
け
ず
、
数
回
寝
返
り
の
後
、
眠
り
に

つ
く
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

長
い
眠
り
の
後
二
十
四
日
の
朝
が
訪
れ
た
、
本
日
も
作
業
の

継
続
で
あ
る
。
一
ヵ
月
余
り
の
望
楼
建
設
で
陰
口
を
漏
ら
す
兵

も
多
く
、
数
十
名
の
ク
ー
リ
ー
を
監
視
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
で
あ
っ
た
。

丁
度
十
時
三
十
分
頃
、
作
業
中
突
然
事
務
所
前
に
集
合
が
か

か
り
、
ど
う
や
ら
編
成
ら
し
い
、
長
い
籠
城
の
せ
い
か
己
自
身

か
ら
も
出
動
を
考
え
た
。
次
々
名
前
を
読
み
上
げ
る
が
、
待
て

ど
暮
ら
せ
ど
呼
ば
れ
ず
編
成
外
で
あ
る
。
何
ん
と
な
く
残
念
の

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
が
、
私
は
正
規
の
重
機
関
銃

の
四
番
射
手
で
あ
り
、
分
隊
長
に
替
わ
る
総
て
の
条
件
が
整
っ

て
い
た
理
由
も
あ
り
、
重
機
関
銃
が
伴
わ
ぬ
戦
闘
に
は
参
加
し

な
か
っ
た
。

出
発
十
二
時
三
十
分
、
携
行
品
の
指
示
あ
り
出
動
準
備
に
協

力
す
る
の
で
あ
っ
た
。
我
が
重
機
関
銃
隊
か
ら
青
木
兵
長
、
荒

家
上
等
兵
、
本
吉
一
等
兵
の
三
名
で
小
銃
隊
を
編
成
さ
れ
る
。

十
二
時
十
分
営
庭
集
合
、
見
送
る
我
等
兵
士
、
宇
賀
神
中
隊
長

以
下
二
五
名
、
凛
々
し
い
出
動
姿
で
あ
っ
た
。

敵
八
路
軍
第
九
団
、

第
十
団
の
精
鋭
部
隊
は
昨
日
新
家
楼（
七

路
軍
）
の
友
軍
を
包
囲
、
目
下
激
戦
中
で
、
そ
の
数
三
千
有
余

名
。
敵
は
必
勝
を
期
し
て
新
家
楼
を
陥
落
さ
せ
、
以
後
芳
桂
集
、



單
県
城
を
攻
略
せ
ん
と
し
て
い
る
。
当
時
、
芳
桂
集
に
は
入
江

軍
曹
以
下
十
二
名
の
警
備
隊
が
お
り
、
芳
桂
集
危
し
の
報
に
接

し
た
。
中
隊
長
は
芳
桂
集
を
救
援
せ
ん
と
し
て
、
只
今
よ
り
出

発
す
る
、
と
命
令
し
た
。

出
発
に
当
た
っ
て

「
第
一
分
隊
先
兵
、
本
隊
の
間
隔
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
分
隊
、

指
揮
班
、
三
分
隊
の
順
序
と
す
る
、
警
戒
は
密
に
中
隊
の
団
結

を
守
り
最
後
の
一
兵
と
な
る
ま
で
闘
え
よ
、
本
日
は
確
実
に
敵

に
ぶ
つ
か
る
の
で
戦
闘
法
は
二
、

三
名
を
一
組
と
な
っ
て
突
撃
、

第
三
中
隊
の
汚
名
を
稼
す
こ
と
な
く
各
兵
の
覚
悟
と
奮
闘
を
望

む
」

と
前
進
、
決
死
隊
の
悲
壮
な
る
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。

見
送
る
兵
も
「
用
心
し
て
や
っ
て
く
れ
、
頼
む
ぞ
」
と
言
う
、

生
還
を
期
さ
ぬ
決
意
の
も
と
、
河
崎
少
尉
に
「
後
を
宜
敷
く
頼

む
」
と
呉
々
も
言
い
置
い
て
陣
頭
に
向
か
う
。
見
送
る
我
々
に

も
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
最
後
の

よ
う
な
気
が
し
て
可
哀
想
で
な
ら
な
か
っ
た
。

出
動
後
、
残
留
者
が
集
ま
り
決
意
を
新
た
に
炊
事
、
夕
食
を

用
意
さ
せ
再
び
作
業
に
か
か
る
。
数
時
間
後
銃
声
が
あ
わ
た
だ

し
く
響
く
、
や
は
り
敵
に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
だ
。
望
楼
に
上
が

り
北
の
方
を
見
る
。
大
分
苦
戦
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
三
時
三

十
分
、
突
然
一
羽
の
伝
書
鳩
が
見
え
た
が
な
か
な
か
箱
に
入
ら

ず
漸
く
し
て
箱
に
入
る
。
鳩
足
に
用
紙
が
縛
っ
て
あ
り
、
紙
を

開
く
と
飯
野
曹
長
が
、
ア
ー
と
溜
息
を
漏
ら
し
た
、
見
れ
ば
赤

い
文
字
の
走
り
書
き
「
救
援
頼
む
」
と
あ
り
「
だ
か
ら
出
な
け

れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」
と
曹
長
が
言
わ
れ
た
。
瞬
時
我
々
の
心

は
暗
闇
に
と
ざ
さ
れ
て
不
安
と
恐
怖
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

機
密
書
類
、
無
線
機
は
一
ヵ
所
に
纏
め
、
望
楼
、
ト
ー
チ
カ

を
作
り
警
戒
に
万
全
を
期
す
。
第
二
回
目
の
鳩
が
来
る
。
内
容

は
変
わ
ら
ぬ
悲
壮
な
応
援
依
頼
で
し
た
。

直
ち
に
救
援
隊
を
編
成
、
飯
野
曹
長
以
下
一
三
名
出
動
に
つ

く
。
悲
惨
な
我
が
中
隊
の
最
後
の
援
兵
の
征
途
で
あ
っ
た
。

河
野
少
尉
よ
り
「
無
理
せ
ぬ
よ
う
状
況
を
判
断
し
て
行
動
す

る
よ
う
、
中
隊
の
生
命
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
無
言
の

う
ち
に
決
意
を
新
た
に
誓
い
合
っ
た
。「
飛
ん
で
火
に
入
る
夏

の
虫
」
の
一
言
で
、
寂
し
さ
の
見
送
り
だ
っ
た
。

北
門
ま
で
一
キ
ロ
地
点
を
無
言
で
歩
い
た
。
六
千
余
名
の
敵



陣
へ
僅
か
に
一
四
名
の
小
銃
隊
編
成
で
、
誠
に
無
謀
な
行
動
で

あ
る
と
脳
裏
を
か
け
め
ぐ
っ
た
。

総
て
を
観
念
し
戦
友
の
安
否
を
案
じ
な
が
ら
漸
く
北
門
に
つ

い
た
。
城
壁
の
上
か
ら
北
方
を
監
視
す
る
と
敵
八
路
軍
の
行
動

が
手
に
取
る
よ
う
に
は
っ
き
り
見
え
る
。
約
一
キ
ロ
の
地
点
に

は
数
千
の
騎
馬
隊
が
活
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。
近
接
す
る
兵
力

も
な
だ
れ
の
ご
と
く
寄
せ
て
く
る
、
城
門
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
出
た
が
戦
況
を
考
え
引
き
返
す
。

六
千
余
名
の
九
、
十
団
正
規
軍
は
魚
釣
り
戦
法
で
あ
っ
た
。

宇
賀
神
中
隊
が
出
動
す
る
と
い
ち
早
く
行
動
を
察
知
し
、
今
や

遅
し
と
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
。
北
門
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行

軍
し
た
中
隊
を
発
見
し
戦
闘
状
態
に
入
る
。
敵
は
先
ず
退
却
し

奥
深
く
巻
き
込
ん
で
第
一
線
陣
地
を
完
全
に
占
領
。
追
撃
展
開
、

第
二
線
陣
地
に
移
り
、
戦
闘
を
一
段
と
活
発
化
し
砲
火
を
交
え

原
野
を
圧
す
る
。
数
時
間
経
過
す
る
と
疾
風
の
ご
と
く
背
後
を

突
く
。

八
〇
〇
名
の
中
国
保
安
隊
も
隊
を
乱
し
て
ゼ
ロ
と
な
り
、

ま
す
ま
す
八
路
軍
の
独
壇
場
と
な
る
。

宇
賀
神
隊
長
や
指
揮
官
を
続
け
て
失
い
、
中
隊
の
指
揮
は
兵

が
と
る
悲
惨
な
状
況
に
変
化
し
た
。
敵
は
逆
襲
と
物
量
を
以
っ

て
我
が
隊
に
肉
薄
す
る
。
八
路
軍
の
拠
点
地
は
四
キ
ロ
離
れ
た

荘
里
口
で
あ
っ
た
。
十
五
時
〇
分
、
死
傷
者
は
続
出
す
る
。
中

隊
は
救
援
し
、
射
っ
て
射
っ
て
射
ち
ま
く
り
最
後
の
一
兵
と
な

る
ま
で
頑
張
っ
た
。

弾
薬
は
尽
き
る
も
悲
惨
な
戦
闘
で
あ
っ
た
。

敵
の
第
九
、

第
一
〇
団
の
逆
襲
と
物
量
を
以
っ
て
肉
薄
さ
れ
、

中
国
保
安
隊
八
〇
〇
名
は
戦
わ
ず
し
て
屈
服
す
る
。
こ
こ
に
中

隊
は
完
全
に
孤
立
し
、
友
軍
僅
か
二
六
名
の
少
数
と
な
る
。
皇

国
男
児
の
最
後
の
時
期
が
ひ
し
ひ
し
と
迫
っ
て
く
る
。
戦
闘
の

指
揮
官
を
失
っ
て
兵
の
心
境
は
如
何
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
時
は
十
五
時
〇
分
救
援
の
伝
書
鳩
第
一
信
を
送
る
。
射

っ
て
射
っ
て
射
ち
ま
く
り
渾
身
を
奮
っ
て
敵
を
倒
し
た
。
連
続

掃
射
の
た
め
弾
薬
の
不
足
を
伝
え
た
。
半
数
以
上
の
犠
牲
者
、

最
後
の
ご
奉
公
で
あ
る
。
お
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
そ
の

姿
は
砂
と
泥
に
ま
み
れ
て
た
だ
奥
深
く
光
る
眼
が
輝
い
て
い

た
。無

言
の
奮
闘
が
九
時
間
有
余
続
け
ら
れ
た
。
警
備
隊
は
北
門

よ
り
四
キ
ロ
の
地
荘
里
口
（
小
さ
な
部
落
）
に
立
て
こ
も
っ
て

最
後
の
一
兵
に
至
る
ま
で
と
力
闘
し
た
。
八
路
軍
と
い
え
ど
も

あ
な
ど
ら
ず
、
大
事
を
と
っ
て
荘
里
口
の
全
家
に
火
を
放
っ
て



全
焼
さ
せ
た
。
負
傷
者
の
み
故
打
つ
手
も
な
く
、
最
後
の
一
兵

と
な
る
ま
で
突
撃
を
敢
行
し
た
と
い
う
。

こ
ち
ら
單
県
の
第
三
中
隊
の
兵
舎
で
は
十
五
時
三
〇
分
頃
、

鳩
通
信
の
急
報
に
よ
り
戦
況
を
知
る
。
救
援
隊
を
編
成
し
一
四

名
北
門
よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
出
た
。
そ
の
頃
の
状
況
は
物
静

か
で
銃
声
も
単
発
に
聞
こ
え
る
だ
け
で
、
敵
は
今
や
遅
し
と
待

ち
受
け
て
い
る
気
配
充
分
で
不
気
味
で
あ
っ
た
。

飯
野
曹
長
は
決
断
を
下
し
、
中
隊
に
帰
り
單
県
第
三
中
隊
の

守
り
に
着
く
。
兵
は
指
揮
官
の
命
令
に
従
い
北
門
の
守
り
に
飯

島
伍
長
、
竹
原
上
等
兵
、
富
田
通
訳
三
名
を
残
し
て
中
隊
に
帰

る
。北

門
の
守
り
を
一
任
さ
れ
、
保
安
隊
一
〇
名
を
以
っ
て
「
北

門
を
死
守
せ
よ
、
八
路
軍
の
攻
撃
に
よ
り
北
門
を
突
破
さ
れ
た

場
合
、
中
隊
（
二
Ｋ
）
の
城
壁
上
を
通
っ
て
帰
る
よ
う
」
厳
し

い
命
令
で
あ
っ
た
。

簡
単
に
開
門
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
特
に
厳
重
に
見
張

っ
た
。
四
時
三
十
分
か
ら
翌
日
二
時
三
十
分
ま
で
十
時
間
、
夕

食
も
無
く
勤
務
に
当
た
っ
た
。
一
度
生
死
を
超
越
し
た
我
等
の

心
境
は
不
動
の
姿
で
あ
り
、
第
三
中
隊
の
名
誉
に
か
け
て
警
戒

に
当
た
っ
た
。

我
等
の
監
視
中
、
西
門
外
の
七
路
軍
五
〇
〇
名
が
協
力
警
戒

に
当
た
る
。
二
キ
ロ
四
方
の
單
県
城
は
山
東
省
切
っ
て
の
繁
華

街
で
あ
っ
た
。
四
つ
門
を
有
し
五
〇
〇
名
の
保
安
隊
の
警
戒
も

誠
に
風
前
の
灯
の
よ
う
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
た
。

六
千
有
余
の
八
路
軍
が
県
域
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
大
隊

の
五
号
作
戦
が
展
開
さ
れ
、
兵
力
の
少
な
い
第
三
中
隊
は
二
〇

名
少
々
の
極
め
て
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
引
揚
げ
た
一
三
名
は

警
戒
、
望
楼
の
夜
間
作
業
の
続
行
で
不
眠
不
休
の
連
続
で
あ
っ

た
。
正
規
軍
の
攻
撃
が
続
行
さ
れ
れ
ば
完
全
に
県
域
は
陥
落
の

運
命
に
あ
っ
た
。
頼
り
無
い
協
力
支
那
側
保
安
隊
。
ま
た
敵
の

作
戦
に
乗
じ
た
警
備
隊
の
た
め
中
隊
の
使
命
で
あ
る
建
設
に
懸

命
だ
っ
た
。

十
時
三
十
分
、
突
然
電
話
が
あ
り
三
名
は
北
門
警
備
を
止
め

全
員
中
隊
に
帰
る
よ
う
に
と
。
支
那
側
に
代
わ
っ
て
飯
島
伍
長
、

竹
原
上
等
兵
、
富
田
通
訳
の
三
名
で
あ
る
。
支
那
側
に
立
■
を

一
任
し
た
時
、
突
然
支
那
側
の
「
誰
何
」
に
よ
り
日
本
人
ら
し

さ
を
確
実
に
認
め
る
「
本
人
来
来
」
と
叫
び
な
が
ら
駆
け
て
来

た
、
私
は
「
誰
か
」
と
呼
べ
ば
御
園
伍
長
で
あ
る
。



釣
り
梯
子
で
引
き
揚
げ
に
努
め
た
、
一
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

城
壁
で
あ
る
。
極
度
の
興
奮
と
疲
労
の
た
め
言
葉
が
出
ず
消
息

も
全
然
判
ら
な
い
た
め
中
隊
に
連
絡
し
た
。
中
隊
よ
り
飯
野
曹

長
等
数
名
駆
け
来
る
。
本
人
は
相
当
の
深
い
傷
で
あ
り
、
胸
部
、

頭
部
は
や
ら
れ
、
袴
下
、
上
衣
袴
は
無
く
、
惨
な
姿
で
あ
っ
た
。

寒
気
が
身
に
し
み
る
北
支
の
夜
空
、
襦
袢
一
枚
の
姿
、
装
具
一

切
無
く
顔
面
血
痕
に
ま
み
れ
て
い
る
。
こ
の
深
い
傷
で
十
数
メ

ー
ト
ル
の
城
壁
を
昇
っ
て
来
た
偉
大
な
る
精
神
の
保
持
者
で
あ

る
。開

口
一
番
、
私
に
「
人
間
す
べ
か
ら
ず
生
き
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
の
一
言
で
あ
っ
た
。
私
は
現
在
も
伍
長
の
言
葉
が
絶
対

に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

御
園
伍
長
は
ひ
と
先
ず
中
隊
に
帰
り
、
治
療
、
静
養
を
し
た
。

御
園
伍
長
が
帰
っ
た
後
一
時
間
、
私
が
立
■
し
て
い
た
ら
島
野

上
等
兵
が
帰
っ
て
来
た
。
例
の
釣
梯
子
で
引
き
揚
げ
る
、
そ
の

姿
は
出
動
時
と
何
等
変
わ
り
無
く
、
無
傷
で
帰
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
戦
友
の
安
否
は
語
ら
ず
消
息
不
明
で
あ
っ
た
。

皓
々
た
る
月
が
西
に
没
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
寒
気
と
空
腹
、

疲
労
、
不
安
な
ど
が
身
に
滲
み
た
。

支
那
側
に
警
戒
を
督
励
し
巡
察
に
行
く
。
計
画
通
り
密
か
に

中
隊
に
帰
り
、
引
き
揚
げ
後
速
や
か
に
第
一
線
歩
■
に
立
っ
た
。

第
一
線
の
武
装
は
小
銃
弾
一
二
〇
発
、
手
榴
弾
四
発
、
鉄
帽
を

か
ぶ
り
、
外
套
な
し
。
立
■
時
間
は
二
時
間
、
中
隊
衛
兵
所
よ

り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
方
の
街
角
で
あ
る
。
寒
気
が
ひ
し
ひ
し

と
迫
り
全
身
に
し
み
こ
む
頃
、
東
の
空
が
ほ
ん
の
り
明
け
ん
と

し
て
い
た
。
夜
が
明
け
れ
ば
我
に
利
あ
り
と
確
信
を
以
っ
て
警

戒
に
就
く
。

宇
賀
神
中
尉
、
生
方
曹
長
、
青
木
伍
長
は
名
誉
の
戦
死
を
と

げ
た
。
指
揮
官
無
く
中
隊
は
破
滅
的
段
階
に
陥
っ
た
。
激
戦
に

次
ぐ
激
戦
、
必
死
の
戦
闘
で
あ
る
。
敵
の
突
撃
に
陣
内
は
熾
烈

さ
を
加
え
て
来
た
。
命
と
頼
む
弾
丸
も
数
え
る
ば
か
り
、
な
ん

た
る
不
運
か
、
い
よ
い
よ
最
後
の
段
階
に
入
る
。
肉
弾
を
以
っ

て
突
撃
決
行
、
午
後
九
時
に
荘
里
口
に
突
入
す
る
。
数
千
人
の

八
路
軍
と
入
り
乱
れ
て
数
時
間
の
決
闘
で
十
数
名
が
名
誉
の
戦

死
を
と
げ
ら
れ
た
。

嗚
呼
、

忠
勇
な
る
宇
賀
神
中
尉
以
下
二
二
名
の
将
兵
を
失
い
、

心
か
ら
冥
福
を
祈
り
中
隊
員
一
同
哀
悼
の
念
で
一
杯
で
あ
っ

た
。



時
は
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
四
日
、
荘
里
口
の
戦
闘
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
地
域
の
警
備
に
当
た
り
、
昭
和
二
十
一
年
四
月

一
日
復
員
し
た
。

現
地
兵
生
還
者
三
名
だ
け
で
あ
っ
た
。

北
支
か
ら
中
支
へ
勝
部
隊
　
独
歩
第
八

十
五
大
隊
の
戦
闘
　 山

形
県
　
小
山
田
庄
三
郎
　 

―
出
身
は
山
形
県
の
何
処
で
す
か
、
ま
た
戦
地
は
何
処
へ
行

か
れ
ま
し
た
か
。

私
は
山
形
県
東
根
市
（
現
）
で
、
大
正
十
一
年
十
一
月
三
日

生
れ
で
、
昭
和
十
七
年
徴
集
、
甲
種
合
格
で
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
、
東
部
第
二
部
隊
（
近
衛
歩
兵
）

へ
入
営
。
一
週
間
程
い
て
十
二
月
七
日
夜
、
東
京
品
川
駅
を
出

発
。
釜
山
、
朝
鮮
経
由
、
満
州
―
山
海
関
―
北
支
と
い
う
わ
け

で
す
。

私
た
ち
は
勝
兵
団
の
独
立
歩
兵
第
八
十
五
大
隊
要
員
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

旅
団
司
令
部
は
汾
陽
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

我
が
大
隊
は
霊
石
の
そ
ば
の
東
村
鎮
と
い
う
所
に
駐
屯
し
て
い

ま
し
た
。
第
六
十
九
師
団
司
令
部
は
臨
汾
に
あ
り
ま
し
た
。

内
地
で
の
教
育
は
な
か
っ
た
の
で
、
我
々
初
年
兵
は
東
村
鎮

で
教
育
を
受
け
た
の
で
す
。
と
に
か
く
、
北
支
の
冬
の
真
盛
り
、

気
温
は
零
下
三
〇
度
近
い
。
二
八
度
ぐ
ら
い
で
、
直
接
銃
に
触

れ
る
と
、
指
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
の
で
手
袋
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

息
を
吹
っ
か
け
て
温
度
を
上
げ
て
か
ら
で
な
い
と
、

銃
か
ら
手
が
離
れ
な
い
。

一
期
の
教
育
は
、
内
地
の
倍
の
六
ヵ
月
。
こ
の
間
ビ
ン
タ
も

張
ら
れ
た
が
、
戦
地
で
自
分
の
命
を
助
け
る
た
め
に
止
む
を
得

な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
初
年
兵
は
第
八
十
五
大
隊
に
五
〇

〇
名
ぐ
ら
い
入
っ
た
と
い
う
が
、
大
隊
の
兵
員
が
、
一
六
〇
〇

名
と
の
こ
と
だ
か
ら
、
三
分
の
一
の
古
参
兵
が
内
地
へ
帰
っ
た

ら
し
い
。
初
年
兵
の
中
に
は
朝
鮮
か
ら
四
五
名
入
っ
た
。
我
々

と
の
人
間
関
係
は
悪
く
な
か
っ
た
。
彼
等
は
朝
鮮
で
教
育
を
受

け
て
一
緒
に
な
っ
た
が
、
頭
脳
は
良
く
、
体
力
も
あ
り
、
優
秀

だ
っ
た
。

教
育
中
は
討
伐
に
は
出
な
い
が
、
当
時
の
想
い
出
は
、
教
官




